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１．ジオパーク
地球を讃え、地域コミュニティを持続させよう！

重点項目

①地形地質をはじめとする自然遺産の保全保護と地域文化の尊重

②環境教育（学校教育，生涯学習），職業訓練（ジオガイド養成）など

③サステイナブルツーリズム，ジオツーリズムの推進

手 法

ボトムアップアプローチ、地域の人との協働、持続可能な手法による地域開発

ユネスコ世界ジオパークの評価基準

遺産の価値、保全、マネジメント、経済活動、ネットワーク活動など

→4年に１回活動を「検証（validation /revalidation)」する（再審査制度）



国際連合広報局（2016）

持続可能な開発 sustainable development

• 定義：将来の世代がそのニーズを充足する能力を損なわ
ずに、現世代のニーズを充足する開発（世代間の公正）

• 持続可能な開発を達成するには①経済成長、②社会的包
摂、③環境保護という3つの主要素を調和させることが
不可欠



２．（環境）地形地質遺産 ー人類共通の歴史

「古代の木々がその生命と成長を記録しているように，地球も地球内部と表面双方に刻ま
れた過去の記憶を持っている（地球の記憶権利宣言，1991）」

地球の記憶（地球科学的な価値）を持つ地形地質遺産の価値をどのようにして社会と共
有するか？



44か国, 161地域

ユネスコ世界ジオパークの分布



日本認定：43
世界認定：9
・洞爺湖有珠山
・糸井川
・島原半島
・山陰海岸
・室戸
・隠岐
・阿蘇
・アポイ岳
・伊豆半島

日本のジオパーク





ジオパークと人① 榊山 匠さん

四国西予ジオパーク推
進協議会

鳥取での出会い



ジオパークと人②女性

Lesvos Women’s Cooperatives

ふくい勝山ジオパークの山内さん

日本でありがちな語り

・「女性ガイドが活躍している」
：管理職の女性比率は絶望的

・「女性ならではの視点」
：ジェンダー意識の固定化
それは性差ではなく個人差

→女性の地位向上、所得向上、就

労機会の提供、教育にどのくらい寄
与しているのか？

→そもそもジェンダーバランスに欠
けることが課題



ジオパークと人③先住民族

• 先住民族のもつ知識や経験、習慣、
土地管理手法などを尊重し、基本
計画に反映させなければならない
（クライテリアⅴ）

→貧困と迫害の歴史

→先住民族の尊重、文化継承

e.g. 消滅危機言語

世界約7000言語中約2000言語（10日
で１言語が消滅していると言われる）

言語の消滅＝文化、アイデンティティ
の消滅

→グローバル社会における多様性、
多様な価値観に対する寛容さ

ミャオ族の少女（織金洞UGGp）

アイヌ文化の継承（アポイ岳UGGp）



ジオパークと人④ 障がい者

-JGN：ジオパークユニバーサルデザインWG、全国大

会の手話通訳など、障がい者が参加しやすい環境に
ついて整備してきた

伊豆半島ではポロシャツの刺繍を
就労継続支援B型事業所に発注

霧島ジオパークのユニバーサルデザインの
島原半島ワークショップ（2020年）



ジオパークと人⑤

環境教育による次世代育成

写真 未就学児対象のジオ環境教育 写真 新温泉町へ移住した学生

・各地でジオパーク学習が行われる。

・大学ではレンジャー，ガイド，観光関連産
業，教員，猟師，漁師，農業などへの就職
希望者が出てくる
→次世代に対して現役世代はどう行った
キャリアを示すことができるか？





ジオツーリズムについて考える

環境保全？観光？

・ボートツアーのアトラクションとしてのタカ
の餌付け（右写真）
・野生動物への餌やり
・洞窟内での大声での会話
・特別保護区でのBBQ・キャンプとゴミ問題

写真 サルに対してお菓子を与えたケース



観光と環境・経済について考える

ポケモンGO Safari Zone in  鳥取砂丘

・2017年11月24・25・26日（金・土・日）開催
・主催：鳥取県，協力：株式会社ポケモン，ナイアンテック
・来訪者数 約8万9千人（３日間合計，運営元発表）
・経済効果 約18億円（観光消費額13億円，PR効果５億円）
→自然環境の保全と観光活用は両立しないのか？



サステイナブルツーリズム

世界観光機関(WTO)による定義

・環境資源の適正な利用
・ホストコミュニティの社会的文化的真正性の尊重
・長期的な経済活動の保障とその評価指標の設定

登場の背景

・マスツーリズムの弊害の克服
＊環境破壊、文化の見世物化、治安の悪化、ネオ植民地主義など

・持続可能な開発とSDGs（世代間倫理）

＊グリーン経済：環境問題に伴うリスクと生態系の損失を軽減しながら、
人間の生活の質を改善し社会の不平等を解消するための経済のあり方



写真 大室山（リフトでのみ登頂可）

サステイナブルツーリズム事例：大室山

大室山リフト：池地区による経営

・観光化のきっかけ：伊豆急行の開通

・保全 登山の禁止 （スコリア丘で脆い山肌）

・山焼き：茅場から観光利用へ

→コモンズ（入会地）研究においても好事例の一つ（廣川2013）

写真 大室山の山焼き



ジオツーリズム

定 義

「領域アイデンティティを維持、強化するツー
リズムであり、そこには地質、環境、文化、美
しさ、遺産、住民の幸福（well-being）が考慮
される」 ーアロウカ宣言（2011年）

＊地質観光（geological tourism）はジオツー
リズムの構成要素の一つである。

＊地域アイデンティティ

：その地域をその地域たらしめるもの、特徴

地域の複合性をとらえるツール（大堀2010）

住民の帰属意識にも影響を与える

(EGN website http://www.europeangeoparks.org/?p=223)



Responsible Tourism:責任ある旅行

2017年 UNWTO世界観光倫理委員会

• 旅先に住む人々に敬意を払い、私た
ちの共有遺産を大切にしよう。

• 私たちの地球を守ろう

• 地域経済をサポートしよう

• 旅先の情報に通じた人になろう

• 尊敬される旅人になろう

-レスポンシブルツーリズム
：訪問者の責任を明確にしたツーリズムのあり方



まとめ

５．ジオパークと持続可能な開発

＊ジオパークで環境、社会、経済のバランスのとれた開発

（環境）地質地形遺産で地球を知る

（社会）ジオパークは人である

（経済）サステイナブルツーリズム、地域経済の成長

＊革新的アプローチ

・地球46億年の時空間を使ってローカルを再評価・再構築

・観光で環境問題を解決 例）お掃除カヌー、岩石バスケット

・世界規模でのネットワーク活動を通じて問題の解決を図る


